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撃場としての条件を備えていたためでし

ょう。（Ｕ字型の地形は、自然の地形のみ

ではなく、鉄道建設工事の時に線路敷設が

試みられたからだ、との説もあります。） 

九連隊は、京都伏見の連隊に吸収され移

転し、その後民間の射撃場になり、戦後は

アメリカ軍に接収されアメリカ軍の射撃

場として使用されたこともありますが、昭

和 26年に返還されて、昭和 44年ころか

ら住宅建設が始まり大谷団地として現在

に至っています。   （文・松井佐彦） 

 

 バックナンバーご希望はコミュニティセンターまで  

●軍隊生活実写絵ハガキ袋 

この藤尾の地

で、射撃訓練を

し、若者たちを

戦場に送り出し

た日々があった

とは…。 

戦後７７年続

いたこの平和の 

 

現在の大谷団地

は、元陸軍歩兵九

連隊の射撃場跡地

です。射撃場に選

ばれたのは同所の

地形で、谷が∪字

型で底辺部の幅が

40～50 メート

ル、北東方向へ直

線距離が約 500

メートルあり、射 

 

「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
」
こ
の
平
和
い
つ
ま
で
も 

●旧陸軍歩兵第九連隊 食事風景 

日々がいつまでも続くことを祈らずには

おれません。 

今、元陸軍歩兵九連隊射撃場の跡は住

宅地だけでなく、大津市営大谷乗馬場に

もなっています。 

（歴史文化部会） 

●
現
在
の
大
谷
団
地 

～余話～ 

●大津市営大谷乗馬場 


